
観光振興で大阪を活性化!
「9月定例会（前半）参考人招致」から

OSAKA TOURS
観光振興を推進するための組織体制について

　本年、3月に第2代「大阪観光局長」に就任された、溝畑局長に今後更なる大阪の観光振興について、
会派を代表して3点お伺いをしました。

質問要旨
　大阪の観光振興をしっかりと推進していくためには、強力な
リーダーシップとともに、磐石な組織体制が必要不可欠であり、
大阪全体の観光振興を担う大阪観光局には、組織として安定的
な運営が求められている。
　今年度からは権限と責任の一元化を図るなど、溝畑理事長の
もと、新たな体制としてスタートしたところ。
　我々としては、溝畑理事長のリーダーシップには大いに期待し
ているところではあるが、ガバナンス強化のためにどのように取り
組まれているのか。

答弁要旨
　先ず、昨年度のジャズフェステバルの反省に立ち返り、財団と
事業を執行する観光局を一体化し、公益社団法人大阪観光局を
発足しました。理事長として、事業を執行する観光局長を一体化
し、責任と権限を明確にさせていただきました。

大規模な国際イベントを見据えた取り組み
質問要旨
　今後は、2019年にはラグビーワールドカップ、2020年には東京
オリンピック・パラリンピック、2021年にはワールドマスターズゲー
ムズと、国際的なイベントの開催が控えており、大阪の知名度、さ
らには集客を高める絶好の機会。この機会を逃さずに、大阪への
観光客を増やしていくために、大阪観光局としてどのような取り
組みを行っていこうと考えているのか。

答弁要旨
　我々といたしましては、このような大型のスポーツイベントに
対しまして、誘致、そして連携することにより、それを積極的に
利用することによって、大阪のアピールを効果的に行う絶好の
機会と捉えて、今後も政府・自治体・民間の皆様と十分連携を
とりながら進めて参りたいと思います。

大阪府域全体の集客促進に向けた取り組み
質問要旨
　インバウンドを中心に大阪への観光客は増加しているが、その
多くは、大阪城や道頓堀、USJといった大阪市内の観光スポットを
訪れる場合がほとんどであり、観光客は大阪市内に留まっている
感がある。
　府内各地にも、文化や歴史、自然など、誇るべき観光資源はたく
さんある。こうした資源を活かしながら、大阪市内の観光客がもっ
と府域へも足を運んでもらえるような取り組みが必要。今後、どの
ように取り組んでいこうと考えているのか。

答弁要旨
　大阪観光局の使命は、府下市町村、そして観光団体・経済界と連
携をとりながら府下全域の観光振興を図っていくことになると考え
ています。地域に根付いたものをきっちりとつくり、掘り起こし、ブラ
ンド化、認知度を高める。この地道な作業を繰り返すことが重要で
あり、観光ルートをつなぐことになると思います。

大阪府立・視覚支援学校 校舎がリニューアル!
　地元住吉区にある、大阪府立・視覚支援学校の校舎は
築48年を経過し、耐震性に問題がありました。我々公明
党大阪府議会議員団は、議会などで現状を指摘し、建て
替え工事を訴えていました。
　この度の創立100周年記念行事までに、リニューアル
工事が完了することができました。

府民文化常任委員会 副委員長に就任
　この度、府民文化常任委員会の副
委員長に就任いたしました。大阪府の
観光振興など、文化に関する政策を
議論する委員会です。府民の皆様の
お役にたつ文化政策を進めて参ります
ので、引き続きのご指導を賜りますよ
う、何卒お願い申し上げます。
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